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★課題改善に向けたプロセス（例）★ 

 

[結果分析]   各教科の設問別正答率や誤答を基に、全校体制で、結果分析に取り組み

ましたか 

[情報共有]   結果分析から明らかになった、児童生徒の成果や課題を把握し、学校・

家庭・地域で共有しましたか 

[手立ての立案] 学校、学年等で、課題解決のための手立てを立案しましたか 

[手立ての確立] 学校の児童生徒の課題を解決するための手立てを具体化しましたか 

・全校体制での組織的・継続的な取組（補充学習や学び直し等）を行っ  

ていますか 

・児童生徒一人ひとりの確かな学力の育成に向けて、授業改善に取り組  

んでいますか 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月 

山口県教育庁義務教育課 

 

★本資料は、各学校での誤答分析等に基づいた全校体制での組織的・継続的な手立ての

確立や取組の推進に御活用ください 

本調査は、子どもたちの客観的な学力状況の把握と分析を通して、課題解決に向けた指導

の工夫改善を行い、学力の確実な定着と向上を図ることを目的として実施しています。 

各学校においては、こちらの「校内研修用資料」を参考にしながら、本調査の結果の把握

と分析を行い、今後の取組について考えていきましょう。 



小学校 自校

設問番号 1 (1) 1 (2) 2 (1) 2 (2) 2 (3) 3 (1) 3 (2) 3 (3) 領域・内容 知識及び技能 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合計

領域・内容 読むこと 読むこと 話すこと・聞くこと 知識及び技能 話すこと・聞くこと 書くこと 知識及び技能 書くこと 領域別設問数 2問 2問 2問 2問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 2 3 (1) 3 (2) 4 (1) 4 (2) 5 (1) 5 (2) 領域・内容 数と計算 図形 測定・変化と関係 データの活用 合計

領域・内容 測定・変化と関係 測定・変化と関係 図形 図形 数と計算 数と計算 データの活用 データの活用 領域別設問数 2問 2問 2問 2問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 (1) 1 (2) 2 (1) 2 (2) 2 (3) 3 (1) 3 (2) 3 (3) 領域・内容 知識及び技能 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合計

領域・内容 読むこと 読むこと 話すこと・聞くこと 知識及び技能 話すこと・聞くこと 書くこと 知識及び技能 書くこと 領域別設問数 2問 2問 2問 2問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 2 3 (1) 3 (2) 3 (3) 4 5 (1) 5 (2) 領域・内容 数と計算 図形 測定・変化と関係 データの活用 合計

領域・内容 数と計算 図形 測定・変化と関係 測定・変化と関係 測定・変化と関係 データの活用 図形 図形 領域別設問数 1問 3問 3問 1問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

中学校 自校

設問番号 1 (1) 1 (2) 1 (3) 2 (1) 2 (2) 3 (1) 3 (2) 3 (3) 領域・内容 知識及び技能 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合計

領域・内容 知識及び技能 読むこと 読むこと 知識及び技能 話すこと・聞くこと 知識及び技能 読むこと 書くこと 領域別設問数 3問 1問 1問 3問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 領域・内容 数と式 図形 変化と関係 データの活用 合計

領域・内容 数と式 数と式 図形 図形 データの活用 変化と関係 変化と関係 データの活用 領域別設問数 2問 2問 2問 2問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 (1) 1 (2) 1 (3) 2 (1) 2 (2) 3 (1) 3 (2) 3 (3) 領域・内容 知識及び技能 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 合計

領域・内容 知識及び技能 読むこと 読むこと 知識及び技能 話すこと・聞くこと 知識及び技能 読むこと 書くこと 領域別設問数 3問 1問 1問 3問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 2 3 4 5 6 7 8 領域・内容 数と式 図形 関数 データの活用 合計

領域・内容 数と式 数と式 数と式 関数 図形 図形 データの活用 データの活用 領域別設問数 3問 2問 1問 2問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - - -

設問番号 1 2 3 4 5 6 (1) 6 (2) 7 領域・内容 聞く 読む 書く 合計

領域・内容 聞く 聞く 聞く 読む 読む 書く 書く 書く 領域別設問数 3問 2問 3問 8問

設問別正答率 領域別正答率 - - - -

　※県平均との差が４ポイント以上の場合は、レーダーチャート上には＋４ポイントもしくは－４ポイントとして表示されます。

　　　【例】

令和７年度山口県学力定着状況確認問題　領域別平均正答率

〔自校の結果入力について〕

　以下の表の　　　　に自校の設問別正答率を入力すると、各学年のシートに反映されます。

　設問別正答率は、「82.5」「61.2」など百分率で入力してください。

　このExcelファイルでは、領域別平均正答率のレーダーチャートを作成することができます。

　本シート下部の　　　　に自校の数値を入力することで、「小５」「小６」「中１」「中２」の各シートに自動で

反映され、次のように表示されます。

数学

数学

英語

中２

国語

国語

算数

算数

国語

国語

中１

小５

小６

【小学校第５学年国語】

問題数

全体 8問 自校 県平均

知識及び技能 2問 64.7 66.8 -2.1

話すこと・ 聞くこと 2問 66.6 66.4 0.2

書くこと 2問 43.9 41.8 2.1

読むこと 2問 49.7 49.2 0.5

〇　「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」については、県平均を上回った。

●　「知識及び技能」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

知識及び技能

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと

この欄については、結果に応じて

各学校で入力してください。

に入力した数値に応じ、

自動で計算されます。

各領域の県平均との差が、

レーダーチャートで表示

されます。
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領域別平均正答率（自校と県平均との比較）

〔レーダーチャートについて〕

　領域別平均正答率について、自校と県平均との差を示している。

〔表記について〕

　（例）　○…県平均を上回った領域　　　●…県平均を下回った領域

【小学校第５学年国語】

問題数

全体 8問 自校 県平均

知識及び技能 2問 - 66.8 -

話すこと・ 聞くこと 2問 - 66.4 -

書くこと 2問 - 41.8 -

読むこと 2問 - 49.2 -

【小学校第５学年算数】

問題数

全体 8問 自校 県平均

数と計算 2問 - 50.8 -

図形 2問 - 47.5 -

変化と関係 2問 - 26.1 -

データの活用 2問 - 16.0 -

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

知識及び技能

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4
数と計算

図形

変化と関係

データの活用

（ 自校 山口県 ）

★各学校での分析に御活用ください

この欄については、結果に応じて

各学校で入力してください。
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領域別平均正答率（自校と県平均との比較）

〔レーダーチャートについて〕

　領域別平均正答率について、自校と県平均との差を示している。

〔表記について〕

　（例）　○…県平均を上回った領域　　　●…県平均を下回った領域

【小学校第６学年国語】

問題数

全体 8問 自校 県平均

知識及び技能 2問 - 54.5 -

話すこと・ 聞くこと 2問 - 66.0 -

書くこと 2問 - 53.6 -

読むこと 2問 - 47.1 -

【小学校第６学年算数】

問題数

全体 8問 自校 県平均

数と計算 1問 - 59.0 -

図形 3問 - 41.4 -

変化と関係 3問 - 53.0 -

データの活用 1問 - 60.5 -

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。
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話すこと・
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4
数と計算

図形

変化と関係

データの活用

（ 自校 山口県 ）

★各学校での分析に御活用ください

この欄については、結果に応じて

各学校で入力してください。

3



領域別平均正答率（自校と県平均との比較）

〔レーダーチャートについて〕

　領域別平均正答率について、自校と県平均との差を示している。

〔表記について〕

　（例）　○…県平均を上回った領域　　　●…県平均を下回った領域

【中学校第１学年国語】

問題数

全体 8問 自校 県平均

知識及び技能 3問 - 64.4 -

話すこと・ 聞くこと 1問 - 70.0 -

書くこと 1問 - 55.0 -

読むこと 3問 - 58.6 -

【中学校第１学年数学】

問題数

全体 8問 自校 県平均

数と式 2問 - 43.6 -

図形 2問 - 59.6 -

変化と関係 2問 - 59.0 -

データの活用 2問 - 49.1 -

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。
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知識及び技能

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと

-4
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4
数と式

図形

変化と関係

データの活用

（ 自校 山口県 ）

★各学校での分析に御活用ください

この欄については、結果に応じて

各学校で入力してください。
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領域別平均正答率（自校と県平均との比較）

〔レーダーチャートについて〕

　領域別平均正答率について、自校と県平均との差を示している。

〔表記について〕

　（例）　○…県平均を上回った領域　　　●…県平均を下回った領域

【中学校第２学年国語】

問題数

全体 8問 自校 県平均

知識及び技能 3問 - 60.3 -

話すこと・ 聞くこと 1問 - 73.4 -

書くこと 1問 - 38.7 -

読むこと 3問 - 68.1 -

【中学校第２学年数学】

問題数

全体 8問 自校 県平均

数と式 3問 - 35.8 -

図形 2問 - 54.0 -

関数 1問 - 21.1 -

データの活用 2問 - 42.6 -

【中学校第２学年英語】

問題数

全体 8問 自校 県平均

聞く 3問 - 57.7 -

読む 2問 - 50.7 -

書く 3問 - 27.3 -

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。

平均正答率(％)
県平均
との差

〇　「　　」「　　」については、県平均を上回った。

●　「　　」「　　」については、県平均を下回った。
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数と式

図形

関数

データの活用

（ 自校 山口県 ）

★各学校での分析に御活用ください
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読む書く

この欄については、結果に応じて

各学校で入力してください。
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具体的な問題と解答状況  
 
①小学校国語 
 〇成果と考えられる点 

 

 

  

 

小６ ３（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 83.6％ 

「情報と情報の関連づけの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解

し使うこと」について、成果が見られる。 

【正答例】 ３ （２） 

出された意見を丸で囲み、線でつなぐことで、意見 

を整理している。 

6



 ●課題が見られる点 

 

 

 

  

小６ ３（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 38.9％ 

「引用しながら、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること」について、

課題が見られる。 

【正答例】 ３ （３） 

・ 打ち水という朝夕に水をまくことをすると、じ 

ょう発するときに地面の熱をうばい、温度が下 

がります。水をまくだけだから簡単でした。少し 

時間がたつと、すずしく感じました。（８３字） 

 

・ 緑のカーテンというまどを植物でおおうことを 

すると、日光をさえぎります。見た目もすずし 

くなりました。緑のカーテンを作らなかった去 

年よりも、すずしく感じました。（７８字） 
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②小学校算数 
  

〇成果と考えられる点 

 

 

  

 

小６ ３（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 60.4％ 

「百分率で表された割合を使ってもとにする量を求めること」について、成果が見

られる。 

【正答例】 ３ （１） 

 

３０（人） 
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 ●課題が見られる点 

 

 

 

小５ ５（２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 9.9％ 

「グラフから必要な情報を読み取り、その根拠について説明すること」について、

課題が見られる。 

【正答例】 ５ （２） 

ア 

理由（例） 

はなっこりー130ｇは、はなっこりー100ｇの 1.3 倍なの

で、はなっこりー100ｇにふくまれているビタミン C の量も

1.3 倍だと考えられます。だから、はなっこりー130ｇにふく

まれているビタミン Cの量は、90×1.3＝117(mg)です。よっ

て、レモン 100ｇあたりにふくまれているビタミン C の量

100mg より多いです｡ 
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③中学校国語 
 〇成果と考えられる点 

 

 

  

 

中２ ２（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 空欄に当てはまる言葉を【資料２】より書き抜きなさい。 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 79.6％ 

「原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること」につい

て、成果が見られる。 

【正答例】 ２ （１） 

 

レクリエーション 

10



 ●課題が見られる点 

 

 

 

  

中２ ３（３） 

 

(３) 秋吉さんが言っている「結論を先に述べる」ことについて、あなたはどう考えますか。次

の条件に従って答えなさい。 

  【条件】 

○ 「先に述べる」か「後に述べる」か、自分の立場を明確にして書くこと（どちらを選ん

でもかまいません）。 

  ○ 「結論を先に述べること」（「結論を後に述べること」）の効果について書くこと。 

  ○ 上記の効果があると判断した今までの経験を書くこと。 

  ○ ８０字以上１００字以内で書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 38.7％ 

「根拠を明確にしながら、説明や具体例を加えるなどして、自分の考えが伝わる文

章になるように工夫すること」について、課題が見られる。 

【正答例】 ３ （３） 

・ 私は、結論を後に述べるほうが良いと思います。 

理由や根拠を順番に伝えることで、相手が納得 

しやすいという効果があるからです。実際に、 

作文を書いたときに、読み手から「説得力」が 

あると言われたことがあります。（１００字） 

 

・ 私は、結論を先に述べるほうが良いと考えます。

なぜなら、発表のときに先に結論を伝え、聞き手

の反応がよくなった経験があるからです。結論

がすぐにわかることで、話の内容が理解しやす

くなる効果があると思います。（１００字） 
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④中学校数学 
 〇成果と考えられる点 

 

 

  

中１ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 83.0％ 

「立体の見取図を理解していること」について、成果が見られる。 

【正答】 ４ 

・ ①の長さと②の長さは等しい。 
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 ●課題が見られる点 

 

 

 

中２ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 16.5％ 

「整数の性質を文字式を用いて表すこと」について、課題が見られる。 

【正答】 ３（完答） 

・ ① 真ん中の数   ② n－７，n，n＋７ ③ ３n       ④ n   

・ ① 一番大きい数 ② n－14，n－７，n ③ ３(n－７) ④ n－７  
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⑤中学校英語 
  〇成果と考えられる点 

 

 

  

中２ １ 

 

 

 

 

＜リスニング原稿＞ 

Kenta: Hi, Lisa.  How was your weekend? 

Lisa: It was fun.  I went fishing with my 

father. How about you? 

Kenta: I joined a volunteer activity in my 

town. 

Lisa: Volunteer activity? 

Kenta: Yes.   

Lisa: What did you do for your volunteer 

activity ? 

Kenta: I cleaned the park and the beach.  I 

got up at six in the morning and walked to 

the park near my school. I saw some teachers 

and many other students there. 

Lisa: Many people joined the volunteer 

activity, right? 

Kenta: That’s right.  First, we cleaned 

the park.  Then we went to the beach near 

the park and cleaned it, too. 

Lisa: You worked really hard. 

Kenta: Yes. After that, we went to school 

and ate lunch.  Then we took some pictures.  

We were tired, but had a great time. 

Lisa: Wow!  I want to join next time, too.  

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 58.9％ 

「日常的な話題について，情報を正確に聞き取ること」について、成果が見られる。 

【正答例】 １ ア→エ→オ→イ 

※ ウは会話の内容とは関係のない絵 
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 ●課題が見られる点 

 

 

 

 

中２ ６（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 17.1％ 

「文脈に合うように、内容を考えて、基本的な文法事項を活用し英文を書くこと」

について、課題が見られる。 

【正答例】 ６ （２） 

（Did you eat） any good food? 
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結果を踏まえた課題の改善に向けた取組の例 

 

中学校数学科 設問９（２）正答率（34.0％（山口県）、36.3％（全国）） 

特徴的な誤答 

 

 

 

➡  書き直す部分は捉えているが、「ＡＦ＝ＡＤ＋ＤＦ」、「ＥＣ＝ＢＣ＋ＢＥ」と

捉えることができていないと考えられる。 

課題解決のための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業改善の方策】  キーワード：「アウトプット」「対話」 

〇 「解決への見通しをもつこと」や「論理的に説明すること」ができるように、

自分の考えをアウトプットし、他者との対話の中で、比較・分析等を行うプロセ

スを重視する。 

〇 こうしたプロセスを重視した授業を実現するための「引き出したい振り返り」

は、例えば、「条件を変えたときに、変わる部分や同じ部分に目を向けるとよい

ことがわかった。自分と友達の証明を比べながら話したときに、異なる部分につ

いて、お互い何を考えてそうしたのか気付くことができた。修正点を自分で理解

できたのでうれしかった。次も条件に気を付けて証明できるようにしたい。」と

いったものが考えられる。ここからめあてや学習活動を計画するという「逆向き

設計」の授業づくりを行っていく。 

【課題解決に役立つやまぐちっ子学習プリント】 中学２年 図形の性質と証明 

  

 

（エを選んだ上で） 

〇 ②、③より、ＡＦ－ＤＦ＝ＥＣ－ＢＥ …④ 

図２ 
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〇       学校の結果を踏まえた課題の改善に向けた取組 

（   科 設問  ）（正答率    ％（本校）、   ％（山口県）） 

特徴的な誤答 

 

 

 
   
➡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決のための手立て 

【授業改善の方策】  キーワード：「      」「      」 

〇 

 

【課題解決に役立つやまぐちっ子学習プリント】 

 

【学校・家庭・地域の連携】 ※学校の実態に応じて視点を設定 

 

 

 

★各学校で、項目や様式をアレンジして御活用いただけます。 
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